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研究成果の概要（和文）： 
本研究では，経済主体が合理的に戦略を選択する結果として単一の安定的制度が成立すると主張する標準的な制

度論に対し，限定合理的な参加者が戦略ルールを選択するとともに，価値規範（メタルール）に基づいてゲーム

ルールを評価する「制度生態系」では，複数の制度が共存し続けうることを示し，そうした理論的帰結から，プ

ラットフォーム制度を進化主義的に設計する「メディア・デザイン」や参加者の気づきや力づけによる内なる制

度の変容を組み入れた「地域ドック」を組み込んだ，これまでにない総合的で実践的な経済政策論を提示した。 

 

研究成果の概要（英文）： 
 
In this study, contrary to the standard account of institution insisting that a single stable 
institution is formed as a result of rational choice of strategies by economic agents, we have 
shown that multiple institutions might continuously coexist under a system of 
‘institutional ecology’ where bounded rational agents not only choose strategic rules in 
games but also estimate game rules based on their value consciousness (meta-rule) and, 
from such theoretical consequences, presented an unprecedentedly synthetic and practical 
theory of economic policy that is composed of evolutionary ‘media design’ of platform 
institutions as well as ‘community dock’ with change of inner institutions caused by 
self-awareness and empowerment of participants. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）進化的経済社会観と制度生態系 
 制度を，多くの主体に共有され，主体間の
伝達・学習を通じて複製される，認知・行動
に関する if-then ルール（複製子）の束であ
ると捉える。制度間および制度と主体の相互
作用に主な関心がある。特に，多様な制度の
競合性・補完性に着目する。制度生態系の数
理モデルを発展・精緻化させ，実証を踏まえ
てモデルの有効性を確認する。 
 
（２）多様性・複雑性がある制度生態系を体
現する貨幣制度への着目 
 グローバリゼーション時代の貨幣は，ドル
へ単一化するよりも，ユーロのような超国家
通貨統合の成立，企業通貨や地域通貨の台頭
等，独自の特性とニッチを持つ多様な通貨が
群生している。これは，プラットフォーム制
度としての貨幣が一つにロックインすると予
測する標準化競争の議論に合わない。 
 制度生態系モデルを説明するための具体的
事例として，多様性を内包したアルゼンチン
の貨幣制度に着目する。そこでは，ドル，ペ
ソ，州債通貨，地域通貨の４種の通貨が併存
し，相互に代替・補完しあう複雑系が形成さ
れた。制度生態系モデルはグローバリゼーシ
ョンの功罪を評価するのに利用しうる。 
 
（３）主体・制度・社会の二重ループと進化
主義的制度設計＝メディア・デザイン 
 制度は，合理性や能力に限界がある主体の
認識・行動を可能にし，主体の認知・行動を
通じて変化する。また，経済社会の動態や構
造は，主体の認知・行動の集積により形成さ
れるとともに，主体の認知・行動を規定する。
このように，主体，制度，経済社会の各層は
他層との間に二重ループを形成している。 
 主体・制度・社会の二重ループでは，制度
の意図的な変更＝「メディア・デザイン」に
よって，主体の認知・行動の変化を通じて経
済社会の動態・パフォーマンスも変化する。
それにより，主体の認知・行動の変化を通じ
て，経済社会のパフォーマンスを変化させ，
より望ましい方向へ誘導する。 
 
（４）包括的調査分析体系かつ自己評価・自
己修正手法としての地域ドック 
 地域ドックは「人間ドック」のアナロジー
として，自己評価と自己修正をともなった手
法である。人間ドックは，自覚症状がない病
気を早期発見・治療するための診療技法であ
る反面，予防の観点から被験者が健康状態を
確認して生活習慣を改善するための自己評価
手法でもある。地域ドックも，調査分析者が
地域経済社会の現状を診断・評価し，必要な
対策を講ずるための包括的な調査分析体系で
あり，地域の当事主体（住民，企業，団体，

行政）が，地域活動のあり方を自己認識して，
その問題点を自発的に修正していくための自
己評価・自己修正の手法である。 
 
２．研究の目的 
 本研究は，制度生態系の理論を構築し，そ
れに基づいて進化主義的な総合的経済政策論
を展開することを目指す。 
 
（１）基礎理論 
①「制度生態系」理論モデルの構築・洗練化 
 進化的視点から合理的主体・制度の見方を
反省し，現実の制度の多様性や進化を説明で
きる制度生態系の理論を構築し，現実の諸事
例による妥当性の検証と理論の洗練化を行う。 
 
②制度生態系の「貨幣制度生態系」への応用 
 制度生態系の理論と貨幣に関する実証分
析に基づき，主体・制度・社会の二重ループ
を組み込んだ貨幣制度生態系モデルを特定
化し，それによって現実の通貨制度の動態を
説明する。 
 
（２）応用政策論 
③進化主義的制度設計のための「メディア・
デザイン論」の体系化 
 主体・制度・社会の二重ループに基づき，
安定性や持続可能性といった望ましい社会的
帰結をもたらす貨幣制度や貨幣制度生態系を
設計する「メディア・デザイン論」を体系化
し，地域通貨の実践および実験（ゲーミング・
シミュレーション）で実証する。 
 
④進化主義的制度設計を補完する「地域ドッ
ク」の体系化 
 地域の経済社会を総合的に診断し，住民が
自己評価を通じて現状改善に導く総合的評価
法として「地域ドック」を体系化し，世界，
日本の地域通貨実践のアクティブ・リサーチ
に応用する。 
 
３．研究の方法 
 
（１）基礎理論 
 制度生態系の数理モデルを構築し，貨幣制
度生態系に関する実証分析や貨幣意識調査
等の統計分析を行う。 
 
（２）応用政策論 
 メディア・デザインと地域ドックを方法論
的に体系化した上で，特に地域通貨について
そうした政策論を応用するフィールド・ワー
クを進める。 
 
（３）方法論的な統合・総合化 
 進化経済学の方法論から，基礎理論と応用
政策論の両者を統合する。 



 
４．研究成果 
 本研究では，制度生態系の理論を構築して，
それに基づく進化主義的な総合経済政策論を
展開した。 
 
（１）基礎理論 
①現実の制度の多様性や進化を説明できる制
度生態系の理論モデルを構築し，その数理を
検討するとともに，その経済学的インプリケ
ーションを考察した。複製子としてのルール
群の変化を伴って系統発生的に進化する制度
システムを記述できるように，リプリケー
タ・ダイナミクスと進化ゲーム理論を統合・
拡張し，制度生態系を RED(Rule Ecology 
Dynamics)としてモデル化した。このモデルで
は，複数のルールが主体によってメタルール
（価値規範）に基づき評価されながら，全ゲ
ームの中での重みを変化させていく。 
 
②制度生態系の理論と貨幣に関する実証分析
に基づき，主体・制度・社会の二重ループを
組み込んだ貨幣制度生態系をモデル化し， 現
実の通貨制度の動態を説明した。人々が貨幣
制度について抱く価値規範・評価に共通する
貨幣意識（メタルール）を「内なる制度」と
とらえ，ミクロ・メゾ・マクロ・ループ（図
１）において，メゾレベルに成立する制度が
ミクロ主体の行動や認識の仕方（ルール）に
どのような影響を与え，その結果として，メ
ゾレベルの貨幣意識（メタルール）にどのよ
うな影響を与えるかを考察した。 

 

図１ ミクロ・メゾ・マクロ・ループ 

 
（２）応用政策論 
①進化主義的制度設計とは，ミクロ・メゾ・
マクロ・ループにおけるメゾレベルの外なる
制度であるプラットフォーム制度（メディア）
を適切に設計し，ミクロレベルの主体の価値

規範，動機，行動ルールと，マクロレベル
のシステムの境界やパフォーマンスを間接
的に制御することによって，安定性や持続可
能性などの観点から望ましい社会的帰結をも
たらすように経済社会システムを誘導するこ
とである。こうした「メディア・デザイン」
は，主体の認知・行動ルールである内なる制
度が不変の下，主体が外なる制度の変化に対
応して行為を変化させる適応効果と，外なる
制度の変化が内なる制度の変化を誘発するこ
とで主体の行為の仕方自体を変化させる創発
効果を生み出す。適応効果のみを考慮するメ
カニズム・デザインとは異なり，両効果を考
慮することで，経済社会の動態的パフォーマ
ンスを変化させ，より望ましい方向へ誘導す
る政策を提示する。 
 
②メディア・デザイン論を補完するものとし
て，地域コミュニティを総合的に診断し，住
民が自己評価を通じて現状改善に導く総合的
評価法，実践的政策論として「地域ドック（コ
ミュニティ・ドック）」を体系化した。所定の
メディア・デザインの下で，コミュニティを
構成するミクロ主体（住民，企業，団体，
NPO，行政等）が生活し活動していくが，
調査研究者が生活や活動の集計結果である
マクロレベルのパフォーマンスを分析・診
断する。この結果を基に，コミュニティの
ミクロ主体がコミュニティの現状について
自己評価や自己修正を行う。このプロセス
を通じて，当事主体の内なる制度（価値意
識，規範，伝統）が変容する。その結果，
外なる制度の特性や効果が変化する。同じ
外なる制度の下で以上のプロセスが繰り返
される中で，動態的パフォーマンスは変化し
ていく。このように，メディア・デザイン
とコミュニティ・ドックは入れ子関係を形
成しながら，相互作用している（図 2）。 
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図 2 メディア・デザインとコミュニティ・
ドックの入れ子関係 
 
本研究の意義は，グローバル競争による制度
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の標準化が効率性視点から望ましいという制
度論に対し，制度の多様性と共生が理論的に
可能な制度生態系の下では，参加者の価値規
範（メタルール）が重要であることを示し，
その応用としてメディア・デザインや地域ド
ックといった総合的．実践的な政策論を提示
した点にある。 
 なお，本研究が展開した基礎理論と応用政
策論は，標準的経済学の範疇に収まらず，進
化経済学，経済社会学，開発経済学などの諸
分野にまたがる学際的研究であると位置づけ
られるが，世界でも他に例を見ない独自性を
持つと言える。 
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